
 

 

  

■巻末資料   大山まちづくり総合計画策定の経緯 

時期 経緯 

H21.6 
「大山駅周辺地区まちづくり協議会」を設立 

※「大山駅周辺地区まちづくり協議会」は、町会・商店街推薦委員、公募委員によりスタートした協議会です。 

 ・活動内容：協議会：47 回（分科会含む） 

      見学会：２回 

      まちづくり懇談会：６回 

      まちづくりアンケート：３回 

      まちづくりニュース：９回 

H24.3 協議会から区へ「大山駅周辺地区まちづくりマスタープラン」を提言 

 大山駅周辺地区まちづくり調査・検討（区による） 

H26.1 
・大山まちづくりのお知らせ１号の発行 

「大山まちづくり総合計画（案）」のお知らせ 

H26.1 

・パブリックコメント 

H26.1. 6  パブリックコメント開始 

   H26.1.15  説明会① 熊野地域センター（ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾎｰﾙ）  

   H26.1.17  説明会② グリーンホール（601 会議室）     

   H26.1.18  説明会③ グリーンホール（1階ホール）    

   H26.1.27  パブリックコメント終了（意見：20 件 意見提出者：19 名） 

H26.3 
・大山まちづくりのお知らせ２号の発行 

      「パブリックコメントの主な意見の概要と区の考え方」のお知らせ 

H26.3 「大山まちづくり総合計画」の決定 



 

 

No. 用語 内容 ページ

1 大山の地名の由来 
出典： 
板橋区教育委員会発行「文化財シリーズ第８１集 板橋の地名」 － 

2 千川上水 
1696 年（元禄 9年）に本郷・下谷・浅草方面の飲料水及び、沿
川への農業用水供給のために作られた約 30kmの水路のこと。現
在、本地区では地下に埋設された水路となっています。 

3 

3 不燃化 
建築物の更新の際に燃えにくい建物へ建て替えを行うこと。例え
ば、鉄筋コンクリート造、鉄骨造、建物の防火性能を強化した木
造に建替えること。

6,10,17, 
31,38 

4 バリアフリー 
高齢者・障がい者等が社会生活を営む上での物理的、制度的、社
会的及び心理的な障壁（バリア）をつくらないとともに取り除く
こと。 

7,16 

5 新たな防火 規制 

知事が指定する災害時の危険性が高い地域について、建築物の不
燃化を促進し建築物の耐火性能を強化することを目的に創設さ
れた制度のこと。

7,31 

6 地区計画 

都市計画法で定められたまちづくりの手法のひとつで、まとまり
のあるいくつかの町丁目や街区,あるいは共通の特長をもってい
る地域ごとに良好な環境を整備･開発･保全するための計画のこ
と。 

7,16,25, 
28,29,36, 
37 

7 一時避難場所 

避難場所へ避難する前に、近隣の避難者が一時的に集合して様子
を見る場所、又は避難者が避難のために一時的に集団を形成する
場所で、集合した人々の安全が確保されるスペースを有する公
園、学校のグラウンド、社寺境内地などのこと。

10,27,31 

8 帰宅困難者 地震等の影響で交通機関の運行に支障が生じ、帰宅手段が閉ざさ
れてしまった人々のこと。 10,31 

9 耐震化 建築物の補強等により地震に対する安全性の向上を図ること。 10,13,17,
31,38

10 交通結節点 鉄道駅やバスターミナルのような、異なる交通手段を相互に連絡
する乗り換え・乗り継ぎができる施設・場所のこと。 

13,14,16,
19,20,23,
25,26,37

11 ヒートアイランド現象 都市部において郊外部よりも気温が高くなる現象のこと。 13,17 

12 ポケット パーク 小規模な公有地や民有地で整備する公園的な憩いの空間のこと。 17 

13 透水性舗装 雨水を積極的に地中に浸透させることを目的とした道路舗装の
こと。 17,31 

14 保水性舗装 
雨の日などに吸収した水分を晴れた日に蒸発させ、気化熱を奪う
ことにより、道路に水をまいたときのように、道路の表面温度を
低下させることができる道路舗装のこと。

17 

15 開かずの踏切 ピーク時の遮断時間が 1時間当たり 40 分以上の踏切のこと。 18,19,21,
34

16 特定整備路線 災害時、市街地の延焼を遮断し、避難や救助活動の空間ともなる防災上効果の高い都市計画道路のこと。 22 

17 ペデストリアンデッキ 

地上より上で高架により接続された歩行者専用通路のこと。上空
で鉄道駅の入り口から周辺建物の入り口等へとつながっている
場合が多い。 

22 

18 市街地再開発 
低層で木造住宅等が密集した地区などにおいて、土地の合理的で
健全な高度利用と都市機能の更新を図り、災害に強い安全で快適
なまちをつくりだす事業のこと。

25,26,34,
38 

19 ゲリラ豪雨 近年増加傾向にある狭い範囲で局地的に発生する豪雨のこと。 30,31 

■巻末資料   用語集（掲載順） 
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